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１．研究のテーマと目的 

1.1 問題意識の背景 

シカやイノシシによる農作物への被害が問題となってい

る。(ⅰ)農林水産省の調査によると鳥獣による農作物への被害

額は平成 22 年から 29 年にかけ減少傾向にあったものの、そ

の後は停滞している(図 1)。また、農作物への被害だけでな

く鳥獣による森林被害や人的被害も報告されている。 

 

1.2 先行研究と研究目的 

 (ⅱ)農林水産省によると、鳥獣被害の主な原因は「 里の変

化「農業構造の変化」 気象の変化「生息地の変化」 捕獲圧

の変化」であるとしている。しかし、この 3 つの原因では

鳥獣被害への影響の度合いが不鮮明であると考えた。そこで、この 3 つの原因をさらに細分化し鳥獣被害へ

の影響の大きさを比較することとした。本研究は、比較して得られた結果から考察をし、今後の鳥獣被害対

策において強化すべき箇所を提案することで、効率的な対策へとつなげることを目的とする。 

 

２．研究の方法と手順 

 研究手順・方法は以下の通りである。 

【原因整理】 

 1.2 で挙げた 3つの原因を以下のように細分化する(図 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.鳥獣による全国の農作物被害額の推移 

図 2.原因の細分化と整理 
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【データ抽出・加工】 

 SSDSE 等を用い、データを抽出し、分析で用いることができるように加工する。 

【外れ値確認】 

 各説明変数において箱ひげ図を用いて外れ値を確認する。外れ値の原因を考察し、分析に使用するかどう 

か検討する。 

【原因間での相関分析】 

(ⅲ)多重共線性がある状態で分析に使用しないようにするために原因間で相関分析を行う。2 つの原因に相

関関係が認められた場合、目的変数に対しより相関が高いデータを説明変数とし、分析に用いる。 

【データの選定】 

 【原因間での相関分析】での相関分析より、説明変数を決定する。 

【重回帰分析】 

  森林被害数」 農作物被害数」 人的被害数」を目的変数とし、それぞれの目的変数に対して重回帰分析 

を行う。 

【重回帰分析の結果を解釈】 

 推定された回帰式から統計的な意味を解釈する。 

【考察・提案】 

 重回帰分析の結果から鳥獣被害への影響を考察し、対策で強化すべき箇所を提案する。 

 

３．データセットの加工 

3.1 使用データセットの加工 

 図 2 で推測した原因のうち、取得できたデータを説明変数とし、目的変数は 森林 1000 万 ha 当たりの被

害面積(森林被害)」 田畑 1000ha 当たりの被害面積(農作物被害)」 100 万人当たりの被害人数(人身被害)」

の 3 つとする。また、すべてのデータを都道府県ごとに取得し、外れ値の特定を行う。相関分析、重回帰分

析についても都道府県ごとのデータを用いる。使用したデータの出典や加工方法を以下の表に示す(表1,2)。

 森林 1000 万 ha 当たりの被害面積」において 2020 年度のデータがない都道府県については過去 3年間のデ

ータの平均値をデータとして使用する。「 100 万人当たりの被害人数」においてはイノシシとクマによるデー

タのみ取得できたため、イノシシとクマの二種による被害者の合計を被害人数とする。「 農家割合」について

は、SSDSE は市区町村別のデータのみであったため、各県庁所在地を都道府県の代表としてデータを使用す

る。また、農家数は販売農家数と自給的農家数の合計とする。 捕獲免許所有者 10 人当たりの捕獲数」にお

いてはデータの無い都道府県は省略する。 

 

 

目的変数のデータ 出典 年度 データ加工方法 

森林 100 万 ha における被害面積

（ha） 
林野庁 2020 

（森林被害面積/（森林面積）） 

*100000000 

田畑 1000ha 当たりの被害面積 

(ha) 

田畑面積：農林水産省 
2020 

(森林被害面積)/(田畑面積) 

*1000 鳥獣による被害面積：農林水産省 

100 万人当たりの被害人数(人) 
被害人数：環境省 

2023 
(被害人数)/(総人口) 

*1000000 総人口：e-Stat 

 

 

表 1.目的変数のデータと加工方法 
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 説明変数のデータ 出典 年度・月 データ加工方法 

里

の

変

化 

空き家数の割合 e-Stat 2023 (空き家数)/(住宅総数) 

過疎地域の人口割合 
一般社団法人全国過疎

地域連盟 
2020 (過疎地域人口)/(総人口) 

65 歳以上の割合 SsDSE-B-2024 2021 (65 歳以上人口)/(総人口) 

転入超過数(人) e-Stat 2024・6  

荒廃農地面積割合 

荒廃農地面積： 

農林水産省 
 

2020 

(荒廃農地面積)/ 

(田畑面積) 
田畑面積：e-Stat 

農家割合 SSDSE-A-2024 2020 (農家数)/(世帯数) 

第二次産業就労者割合 e-Stat 2020 
(第二次産業就労者人

口)/(総人口) 

第三次産業就労者割合 e-Stat 2020 
(第三次産業就労者人

口)/(総人口) 

生

息

地

の

変

化 

年平均気温(℃) 

SSDSE-F-2023 

 

1991-

2020 

 

降水量(mm)  

降雪量(cm)  

捕

獲

圧

の

変

化 

捕獲免許所有者割合 環境省 2019 
(捕獲免許所有者人口)/ 

(総人口) 

捕獲免許所有者 10 人当たりの捕獲数 

(頭/羽) 

捕獲数：e-Stat 2020 
(捕獲数)/(捕獲免許所有者

人口)*10 免許所有者：環境省 2019 

 

3.2 外れ値確認 

(ⅲ)データ分析において外れ値が分析結果に大きな影響を及ぼす可能性があるため箱ひげ図(図 3)を用いて

外れ値を特定する。そのうえで、分析に大きな影響がないか外れ値の原因を考察し、除外するかどうか決定

する。 

【過疎地域人口割合】【65 歳以上の割合】【荒廃農地面積割合】【農家割合】【年平均気温】「【降雪量】【捕獲

免許所有者割合】については外れ値があるものの各都道県の特徴を示す値であると考えたため除外せずにそ

のまま分析に使用する。 

【転入超過数】では、東京都、大阪府、埼玉県が突出し、愛知県は低い値となっている。東京都は首都で

あるため大阪府や埼玉県よりも突出していると考えた。また、大阪府、埼玉県、愛知県は各府県の特徴を反

映していると考えた。よって、東京都のみデータから除外することとする。【捕獲免許所有者 10 人当たりの

捕獲数】では、北海道と鳥取県が突出している。北海道の値が極めて多いのは、北海道の面積が丘の都府県

に比べて大きく自然が多く残っているため野生の鳥獣が多く生息していることが理由だと考えた。一方で鳥

取県のデータの値は鳥取県の特徴を表していると考えた。よって、北海道のデータのみを除外することとす

る。 

 

 

 

表 2.説明変数のデータと加工方法 
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                    図 3.各データの箱ひげ図 

 

 

 

 

 

 

3.3 原因間での相関分析 

 多重共線性を避けるために説明変数間での相関分析を行い、相関係数を表で示す(表 3,4,5)。説明変数間

での相関係数が 0.7 以上または-0.7 以下の場合は目的変数との相関がより強い方のデータを使用した。この

場合に相関が弱かったデータには斜線を引いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.里の変化における相関係数 

表 4.生息地の変化における相関係数 
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3.4 データの選定 

 3.3 で除外しなかったデータのうち、表 3,4,5 より目的変数との相関係数が 0.2 以上または-0.2 以下のも

のを説明変数とする。 

 

 

 

 

 

 

４．データ分析の結果 

「3.3,3.4 より目的変数 森林 1000 万 ha 当たりの被害面積(森林被害)」 田畑 1000ha 当たりの被害面積(農

作物被害)」 100 万人当たりの被害人数(人身被害)」のそれぞれに対して重回帰分析を行った。結果として得

られた決定係数 R2と有意 Fの値を表で示す(表 6)。また、説明変数ごとの係数と P値を示す(表 7)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．結果の解釈 

5.1 分析結果の解釈 

 本分析では、決定係数 R2が 0.5 以上であるときに回帰式の精度がよいと判断する。したがって、表 6より

すべての決定係数 R2が 0.5 未満であるから、回帰式は精度がよくないと考えられる。本分析で使用した説明

変数以外にも各目的変数への相関がより大きい原因があったと考えられる。一方で重相関係数をみる。重相

関係数とは決定係数の平方根である。人身被害においては 0.687573、農作物被害においては 0.47734、森林

被害においては 0.505881 である。人身被害と森林被害においては 0.5 を超えているため多少の説明力がある

と考えられる。有意 Fにおいては 0.05 未満であるとき回帰式が有用であるとする。したがって、表 6より 3

つの回帰式は有用であると判断できる。また、各説明変数の P 値は 0.05 未満で係数が有意であると判断す

る。また、表 7より「 過疎地域人口割合」 年平均気温」 降水量」 降雪量」 荒廃農地面積割合」の P-値が

0.05 未満であるためそれぞれの係数は有意であると考えられる。 

 

5.2 説明変数の考察 

 5.1 で有意と判断した説明変数の標準化係数について考察する。表 7 より 過疎地域人口割合」 降水量」

 降雪量」 荒廃農地面積割合」は正の相関を示し、 年平均気温」は負の相関を示した。 過疎地域人口割合」

と人身被害に正の相関があったことから、過疎地域では管理する人がいなくなり荒れてしまった土地が増え

て野生動物が山から里に下りてきやすくなっていると考えられる。その結果、人身被害につながっていると

考えた。 降水量」と農作物被害との正の相関から、雨が降ると植物が成長して野生動物が隠れる場所が多く

表 5.捕獲圧の変化における相関係数 

表 6.決定係数 R2と有意 F 表 7.各説明変数の係数と P値 
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なったり、田畑の作物が成長して野生動物が食べるために来たりするのだと考えた。 降雪量」と農作物被害

の正の相関から、雪が降ることで人が野生動物による被害のための対策をしにくくなることが関係している

と考えた。また、雪が降ることで山において食料を得られなくなった野生動物が里へ下りてくる可能性もあ

ると考えた。 荒廃農地面積割合」と森林被害の正の相関から、荒れた農地が多く放棄されていると野生動物

が多く山から下りてくるようになる。そのために、今まで行動範囲でなかった場所で縄張りの主張をしたり

食料を漁ったりするようになって、森林被害につながったのではないかと考えた。 年平均気温」と人身被害

との負の相関は、気温による野生動物の分布や気温が高くなることが可能性として考えられる。気温が高い

場所には人身被害に関係する野生動物が生息していないということである。しかし、気温による野生動物の

分布は調べられていないため信憑性は薄いと考えられる。 

 

5.3 今後の対策への提案 

 5.2 で相関があるものの中で「 降水量」 降雪量」 年平均気温」は私たちが鳥獣被害減少のために対策をす

ることは難しい。しかし、 過疎地域人口割合」 荒廃農地面積割合」においては私たちにできる対策がある

と考える。特に 過疎地域人口割合」はより強い相関があるため対策を強化すべきである。過疎地域を減ら

していくために主要都市への人口集中がある中で人口の分散と土地の管理による荒廃農地の整備が必要であ

る。 

 

5.4 まとめ 

 本研究で鳥獣被害への対策で強化すべき点を挙げられた。しかし、重回帰式の精度がよくなかった。これ

は、鳥獣被害の原因である 里の変化「農業構造の変化」 気象の変化「生息地の変化」 捕獲圧の変化」の細

分化が足りなかったと考えられる。または、3つの原因以外にも原因を挙げるべきであったと考えた。 

 また、目的変数を 3 つにしたことでさまざまな側面から鳥獣被害の原因を探ることができたが、説明変数

と目的変数の相関が分かりにくくなってしまった。そのため、目的変数を 人身被害」 森林被害」 農作物

被害」の合計とするべきであったのではないかと考えた。目的変数を一つにすることで説明変数と目的変数

の相関がより分かりやすくなると思われる。 

 以上の反省もふまえて、さらに分析を行うことで今後の鳥獣被害を少なくすることができると考える。過

疎地域の減少は鳥獣被害以外の問題にも良い影響を与えると考えられるため、対策の強化が急がれる。 
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